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 CDL は近年注目されるリモートセンシング技術である。特に空港で、風の 3 次元分布の実況監
視に利用されるようになってきた。将来は、そのほかの測器の観測データと合わせて数値モデル
で同化し、メソスケール現象を正確に実況監視・予測を行うことにより、都市防災等にも役だて
ることが期待される。 
 以上の成果は、申請者（岩井宏徳）が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
を有することを示している。したがって，岩井宏徳提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文
として合格と認める。 
